
  

 

  

  

 

  

  

                                                   

 

 

  

  

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

電話/FAX ０８９７-５７-７２４８ 

 

「誇
ほ こ

  り」 
 

 大晦日
おおみそか

の夕方、一人の少年が、降
ふ

り積もった雪に下駄
げ た

の歯
は

跡
あと

を付けながら、小倉
こ く ら

のまちを歩い

ていました。大正
たいしょう

から昭和
しょうわ

に変わる頃のこと、九州とはいえ、玄界灘
げんかいなだ

を渡る寒波
か ん ぱ

が、ぼた雪を降
ふ

らすことは珍
めずら

しくなかったようです。少年は、母親の遣
つか

いで、少し離れた知り合いの家に正月の

餅
もち

をもらいに行きました。20 あまりの餅
もち

を風呂敷
ふ ろ し き

で包
つつ

んで背負
せ お

い、積もった雪を踏
ふ

みつけなが

ら家に向かいました。町中を流れる川に差しかかり、石の太鼓
た い こ

橋
ばし

を渡ろうとしたとき、少年は、

不意
ふ い

に下駄
げ た

を滑
すべ

らせ、前のめりに勢
いきお

いよく倒
たお

れてしまいました。その拍子
ひょうし

に背負
せ お

っていた餅
もち

の

ほとんどが、風呂敷
ふ ろ し き

から少年の頭越しに飛び、雪の上に散らばって落ちました。少年は、脱
ぬ

げた

下駄
げ た

をそのままに、あわてて雪の上を這
は

うようにして、飛び散った餅
もち

を探しました。ぼた雪が白

い餅
もち

を隠
かく

していき、加えて日が沈み辺りがだんだん暗くなっていき、少年を苦しませます。焦
あせ

っ

て探すものの、見つけるのは難しく、何度も何度も雪に突っ込む手が凍
こご

えていきます。そのとき

少年が感じた冷たさは雪だけではなかったようです。いったいどうしてこんなことをしなければ

ならないのか、彼の小さな誇
ほこ

りが、少年をみじめにさせました。何を思ったか、立ち上がった少年

は、せっかく拾った餅
もち

と、風呂敷
ふ ろ し き

に残っていた餅
もち

を川に投げ込みました。その後、雪の積もる路面
ろ め ん

に、仰向
あ お む

けになって雪の上にごろんと寝転がりました。身体を包む雪や顔に降
ふ

るぼた雪を不思議

に温
あたた

かく感じていました。どれほどそうしていたでしょうか。突然、通りかかった人が、少年を抱

き上げ、ゆっくりと立たせました。その人は、黒っぽい外套
がいとう

を羽織
は お

っており、無言で少年の体に付

いた雪を手ではらい、外套
がいとう

で少年を包み、抱き上げました。「君の家はどこね？」とだけ言い、少

年を家まで運びました。家に着いた少年は、外套
がいとう

を返し、その人を見送りました。いったいどこの

誰なのか、分からないまま。その人に見つけてもらえなかったら、少年はいったいどうなってい

たでしょうか。この出来事
で き ご と

が、少年の命と、彼の生きる誇
ほこ

りを与えたのです。 

やがて、少年は年を取り、冬になると、この出来事
で き ご と

を思い出し、自分の子どもに、この話を何度

もしました。そして、話の終わりは、「捨
す

てる神あれば、拾
ひろ

う神ありだ。」でした。そう、拾う神がい

て、私がいるのです。父は、私に「冷たい世間にも、温
あたた

かい人がいる。その温
あたた

かい人になれ。」と

言いたかったのだと思っています。「冷たい世間
せ け ん

」が「差別が生れる社会」であるのなら、私は、差

別をなくする人になります。以上、曽我部研二でした。 
 

※ 追伸
ついしん

。先々月号、先月号の私の原稿
げんこう

が長文だったことで、「長い文章だったので、一度に読

めなかった。」とか、ただ一言「長かった。」というような励
はげ

ましのお言葉をいただきました。

感想をいただくことは、ありがたいことです。ありがとうございました。その励
はげ

ましの言葉

を胸に、今回は半分の文章量にしました。（館長） 

 

ようこそ、氷見小学校３年生のみなさん！ 

 10 月 27 日(水)、氷見小学校 3 年生のみなさんが会館にやってきました。コロナ

禍
か

ということもあり、来館者、特に子どもたちの来館が減少している中、久しぶりの

にぎやかな訪問者に会館がパッと明るくなりました。 

 まず、子どもたちから事前に受けていた質問に沿
そ

って、館長から会館についての説

明がありました。その後、３つの班に分かれて、順番に会館内の見学をしました。そ

の日はちょうど、研修室で絵手紙教室の方が作品作りをしていたので、少しお邪魔
じ ゃ ま

し

て作業の様子を見学させていただきました。 

 昨年今年と、会館の様々な行事や活動が中止になり、子どもたちが会館へ来る機会
き か い

も少なかったため、「氷見交友会館へ初めて来た！」という児童もたくさんいました。

この訪問を機会
き か い

に、たくさんの子どもたちが会館へ来てくれるとうれしいです。 

元気な声であいさつ！ 
お話に全集中～！ 

会館を見学中です 

館長とモ～ちゃん 

後日、お礼のお手紙をいただき

ました。会館に掲示
け い じ

しています。 



 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   1   2 3 4   午後休館 

     石鎚クラブ 
13:30～15:00 

第３回交友会館であそぼう！ 
10:00～12:00 

       

5   休館日 6    7   8   9 10 11  休館日 

     人権を考える日  

 生き生き健康体操 
13:00～ 

 ひまわり会 
10:00～11:30 

茶道教室 
13:30～15:30 

書道教室 
9:30～10:30 

 

 
歌謡教室 
13:30～15:30 

   消防訓練 
10:30～11:30 

 

 
楽書教室 
13:00～16:00 

   石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

 
    華道教室 

14:00～16:00 
 

12  休館日 13 14 15 16 17 18  休館日 

老友会 
 

 健康管理巡回相談 
10:00～12:00 

絵手紙教室 
13:30～15:30 

 石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

  裂織サークル 
13:00～16:00 

    

19  休館日 20   21  22 23  24    25   休館日 

 第２回健康教室 
13:00～14:00 

裂織サークル 
13:00～16:00 

ひまわり会 
10:00～11:30 

茶道教室 
13:30～15:30 

書道教室 
9:30～11:30 

 

 歌謡教室 
14:00～15:00 

 絵手紙教室 
13:30～15:30 

 石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

 楽書教室 
13:00～16:00 

   華道教室 
14:00～16:00 

 

26  休館日 27 28 29  休館日 30  休館日 31  休館日  

       

       

  

西条市氷見交友会館 

住   所： 〒793-0072  西条市氷見乙 1722番地 

：  

： himikoyukaikan＠saijo-city.jp 

：  

 ※ 土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始は閉館しています。 

日時： 12月20日（月）   13：00～14：00 

内容： 認知症予防について 

講師： 済生会西条病院 作業療法士  千葉
ち ば

 優
ゆう

太
た

 さん 

会場： 氷見交友会館 会議室 

定員： 20名  ※申し込みが必要です。 

今後の状況により、中止、または延期となる

場合があります。変更があった場合は、お申

し込みいただいた方にご連絡いたします。 

日時：12月 10日(金)  

10：30～11：30 

場所：氷見交友会館 外庭・会議室 

定員：20名程度 ※申し込みが必要です。 

 

 冬は空気が乾燥
かんそう

し、暖房
だんぼう

器具
き ぐ

などを使

う頻度
ひ ん ど

も高くなるため、火災が発生
はっせい

しや

すくなります。もしもの時に、素早
す ば や

く行

動できるよう、一緒に訓練をしません

か？水
みず

消火器
し ょ うか き

を使っての実践
じっせん

と、DVD

を見て防災について学びます。 

【日時】 12月4日（土）  10：00～12：00 

【内容】 エコクラフトで写真立てをつくろう！ 

【講師】 明日
あ け ひ

 陽子
よ う こ

 さん 

【場所】 氷見交友会館 研修室 

【準備物】 木工用ボンド・はさみ・ものさし・ウェットティッシュ・シューズ・お茶 

【定員】 小学生８名（先着順・小学２年生までは保護者同伴） 

【参加される方は、来館前の検温、マスク着用と入り口での消毒をお願いします。】 

お申込み・お問い合わせは 

氷見交友会館（0897-57-7248）まで 

参加費は無料です。 

申込みが必要です。 

締切りは、11/30（火）です。 

※来館の際は、事前の検温、マスク着用と入り口での消毒をお願いしております。また、発熱、発熱が

なくても体調が悪い方、緊急事態宣言地域等（まん延防止等重点措置地域を含む）からの帰県後 2週

間を経過していない方は、入館をご遠慮下さい。ご協力をよろしくお願いします。 

 感染症拡大防止対策により臨時休館となる場合、その間予定していた行事や講座ができなくなります。 

 

12/29(水)～1/3(月)までは休館しています。 

新年は 1/4(火)より開館します。 

氷見交友会館
主 催 

お電話下さい！ 


